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令和 4年 4月より厚生労働省　社会・援護局　障害
保健福祉部　障害福祉課　障害児・発達障害者支援
室　発達障害施策調整官として着任しました山根和史
と申します。どうぞよろしくお願いします。厚生労働
省では、所管している発達障害関連と強度行動障害関
連の施策等を担当しております。
昨年までは、全日本自閉症支援者協会（以下全自
者協）所属の社会福祉法人にて、施設入所支援や発
達障害者支援センターにて勤務していました。その
ため、全自者協の全国大会にはたびたび参加させて
いただき、会員施設の実践報告や職員のみなさまと
意見交換を通じて新しい学びを得て自分たちの実践
に活かしていくこともできました。
さて、厚生労働省では自閉症を含む発達障害に関
する施策は発達障害者支援法に基づいて実施をして
おります。発達障害者支援センターを中心とした支援
体制整備や発達障害児者及び家族等支援事業として、
ペアレント・メンター養成やペアレント・トレーニン
グなど家族のスキル向上事業等を実施しております。
発達障害関連施策の多くは地域生活支援費補助金に

位置づけられ、各自治体の実情に応じた支援施策を実
施できるようになっております。そのため、発達障害
者地域協議会を通じて必要な支援について各自治体と
協議しながら推進していただければと考えております。
また、強度行動障害に関する動きとしましては、令和
4年 10月より、「強度行動障害を有する者の地域支援体
制に関する検討会」を立ち上げ議論を進めております。
自閉症や知的障害の方で強度行動障害を有する者
は、その特性に適した環境調整や支援が行われない
場合には、本人の困り事が著しく大きくなって行動
上の課題が引き起こされるため、適切な支援の継続
的な提供が必要になってきます。しかし、現状では、
障害福祉サービス事業所で受入が困難なために同居
する家族にとって重い負担となることや、受け入れ
た事業所において適切な支援を提供することができ
ず、意欲のある支援者が苦悩・疲弊し、本人の状態
がさらに悪化するなどの実情も見受けられます。

このような状況や社会保障審議会障害者部会報告
書（令和 4年 6 月）でも強度行動障害を含む重度障
害者の支援について、居住支援や人材育成、配置に
ついて多くの指摘をいただきました。
そうしたことを踏まえ、強度行動障害を有する者の地
域における支援体制の在り方、支援人材の育成・配置に
ついて検討するため、「強度行動障害を有する者の地域
支援体制に関する検討会」を開催することとなりました。
論点としては、「強度行動障害を有する者の地域に

おける支援体制の在り方についてどのように考える
か」として、地域での日常的な支援体制としてのグルー
プホームや障害者支援施設、その他サービスについて、
それぞれの役割や課題と対応、在宅における支援の課
題と対応、状態が悪化した者に対する「集中的支援」
の在り方（地域の中で複数事業所で継続的に支えてい
く仕組みの構築）などを挙げております。
次に「強度行動障害を有する者の支援人材の育成・
配置についてどのように考えるか」として、充分な
専門性を持って日常的な支援を担う「中核的人材」、
高度な専門性を持って困難事例等に対する助言がで
きる「指導的人材」の育成や、育成した「中核的人材」
「指導的人材」をどのように地域の中での配置、ネッ
トワークの構築をおこなっていくか検討します。
最後に「支援対象者の評価基準の在り方について
適切な支援を行う観点からどのように考えるか」と
して、その行動の強さや内容によってより手厚い支
援が必要な方など特に行動障害が強い者に対する評
価の在り方について検討を進めていきます。
もちろん、強度行動障害に関しては幅広く様々な
視点から議論を積み重ねていく必要がありますが、
まずは上記の論点から検討を始め、令和 5年度 3 月
ごろに報告書を取りまとめる予定にしております。
全自者協の会員施設でもそれぞれの地域で強度行
動障害を有する方の支援をされていると伺っており
ます。そうした現場の実践に基づく意見を協会内で
もまとめていただき、検討会構成員を通じてお届け
いただければと考えております。

発達障害関連施策について
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部　
障害福祉課障害児・発達障害者支援室　

発達障害施策調整官　山根　和史
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第 35 回 全日本自閉症支援者協会 研究大会（WEB 大会）
開催要項（案）

1．大会趣旨

『全自者協の目指す人材育成』

「自閉症者の人権と生きるための発達保障、自立ならびに社会参加の実践と研究を推進し、これに参画
するものの研鑽と相互交流の促進」を目的として 1987 年に発足した全国自閉症者施設協議会が一般社団
法人全日本自閉症支援者協会として再スタートして６年が経過しました。

この間、発達障害支援スーパーバイザー養成研修などを通じて個人会員が増え、国からも専門家集団と
して研究協力や提言が求められるとともに、各地域におけるコンサルテーション活動への期待も高まりつ
つあるところです。併せて、ブロック活動や部会・委員会活動も動き始めており、今後一層の充実が期待
されつつあります。

こうした流れを受けて、本年から常任理事会で協会理念の再構築を検討するプロジェクトも立ち上がり
ました。そこで、本大会では会員の皆様にその経過報告を行うとともに、外部機関からの期待とも照らし
合わせて全自者協の人材育成について理解を深めることにしました。

まだまだ新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないなか、対面による研修は断念せざるを得ません
が、WEB 形式を活用することで、より多くの方に参加いただける機会につながるものと思われます。ぜ
ひとも 35 周年を迎える全自者協の方向性について本大会で共有しましょう。

1. 主 催

2. 開 催 担 当

3. 期 日

4. 形 式

5. 参 加 対 象 者

6. 定員・参加費

7. お 問 合 せ

一般社団法人　全日本自閉症支援者協会

全日本自閉症支援者協会　中国・四国・九州ブロック加盟施設

令和５年１月２８日（土）（YouTube Live 配信）

YouTube Live 配信（インターネット YouTube 上でご視聴いただく方式）
※ 講演など全ての内容の録画や二次利用を禁じます。
※ 本研究大会は YouTube での配信のみになります。

全日本自閉症支援者協会会員施設職員他、自閉症・発達障害・知的障害の支援に
関わる職員、家族（保護者）、その他関係者、大会の内容に興味のある学生

なし（申し込みの必要もありません）

【大会の内容に関すること】
大会事務局 ‐ 社会福祉法人萌葱の郷

（大分県発達障がい者支援センター ECOAL）担当　田口、田中、五十嵐
　　　〒 879-7761　大分県大分市中戸次 5628 番地の 1
　　　TEL 097-578-6952　FAX 097-578-6953　info@moeginosato.net
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７
月
20
日
に
福
岡
県
警
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
さ
る
く
の
理
事
長
他
１
名
を
逮
捕
監
禁
・

強
要
容
疑
で
逮
捕
し
ま
し
た
。
今
回
の
容

疑
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
捜
査
と
そ
の
後

の
司
法
手
続
に
よ
り
、
詳
細
が
明
ら
か
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
新

聞
等
の
報
道
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
る
く

理
事
長
・
坂
上
慎
一
容
疑
者
の
強
度
行
動

障
害
児
者
へ
の
極
端
な
セ
ラ
ピ
ー
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
全
日
本

自
閉
症
支
援
者
協
会
（
以
下
「
全
自
者
協
」

と
い
う
。）
は
、
強
度
行
動
障
害
児
者
支
援

の
視
点
か
ら
、
次
の
と
お
り
声
明
を
発
表

し
ま
す
。

新
聞
等
の
報
道
に
よ
る
と
、
坂
上
容
疑

者
は
療
育
と
称
し
て
、
強
度
行
動
障
害
を

短
時
間
の
集
中
的
な
介
入
に
よ
り
「
問
題

は
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
」
と
主
張
し
、
私

的
契
約
に
よ
る
訪
問
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
全
自
者
協
で
は
、
強
度
行

動
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を

長
年
研
究
し
、
さ
ら
に
専
門
的
な
支
援
者

養
成
の
た
め
の
研
修
を
企
画
・
実
施
し
て

き
て
お
り
、
今
回
の
報
道
内
容
か
ら
以
下

の
２
点
に
つ
い
て
重
大
な
問
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

１
． 

生
涯
に
わ
た
り
、
日
常
生
活
全
般
に

丁
寧
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る

強
度
行
動
障
害
と
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、

日
々
の
生
活
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
個
別

か
つ
丁
寧
に
支
援
を
組
み
立
て
、
実
施
す

る
こ
と
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
り
、
そ
の

結
果
、
１
人
ひ
と
り
の
生
活
の
質
が
向
上

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
短
期
間
、

日
常
生
活
か
ら
離
れ
た
環
境
で
支
援
す
る

だ
け
で
は
、
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
何
十
年
単
位

の
長
い
支
援
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
様
々
な
福
祉
・
医
療
・
教
育
等
の

機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
今
回
の

事
件
報
道
で
は
、
逮
捕
監
禁
・
強
要
と
い
っ

た
刑
法
に
抵
触
す
る
行
為
に
注
目
が
集
ま

り
が
ち
で
す
が
、
坂
上
容
疑
者
が
提
案
す

る
歪
ん
だ
短
期
間
の
集
中
介
入
手
法
が
広

ま
り
、
い
く
つ
も
の
地
域
の
福
祉
・
医
療
・

教
育
等
の
機
関
で
地
道
に
支
援
を
継
続
し

て
い
る
取
り
組
み
に
混
乱
を
き
た
す
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
く
る
め
さ
る
く
」
の
訪
問
セ
ラ
ピ
ー
の

報
道
に
対
す
る
声
明

8. 大会日程・概要

時間 内容

10：00 開会

10：00 ～ 10：05 挨拶
松上　利男　氏（全自者協　会長）

10：05 ～ 11：00 行政説明「発達障害支援施策について」
厚生労働省　発達障害施策調整官　山根　和史　氏　

11：00 ～ 11：55 基調講演「自閉症支援と人材育成について」
五十嵐　康郎　氏（社会福祉法人　萌葱の郷）

13：00 ～ 13：30 報告①「強度行動障害支援に関する中核的な人材の養成に関する研究」
志賀　利一　氏（全自者協　政策委員会委員長）

13：30 ～ 14：00 報告②「発達障害支援スーパーバイザー養成研修」
石井　啓　氏（全自者協　副会長）

14：00 ～ 15：00 シンポジウム「全自者協の目指す人材育成」
司会
松上　利男　氏（全自者協　会長）
シンポジスト
・五十嵐　康郎　氏（全自者協　前会長）
・志賀　利一　氏（全自者協　政策委員会委員長）
・石井 啓　氏（全自者協　副会長）

15：00 閉会

※ YouTube 配信は
萌葱の郷チャンネル
を活用する予定です。
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松上　利男　氏（全自者協　会長）
シンポジスト
・五十嵐　康郎　氏（全自者協　前会長）
・志賀　利一　氏（全自者協　政策委員会委員長）
・石井 啓　氏（全自者協　副会長）

15：00 閉会

※ YouTube 配信は
萌葱の郷チャンネル
を活用する予定です。
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社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
が

２
０
２
２
年
6
月
13
日
に
ま
と
め
た
『
障

害
者
総
合
支
援
法
改
正
3
年
後
の
見
直
し

に
つ
い
て
』
の
各
論
点
の
筆
頭
に
『
障
害

者
の
居
住
支
援
』
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
後
の
取
組
む
べ
き
課
題

の
筆
頭
に
「
強
度
行
動
障
害
や
高
次
脳
機

能
障
害
を
有
す
る
者
、
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
者
等
の
重
度
障
害
者
の
支
援
体

制
の
整
備
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
長

年
、
全
自
者
協
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
行

動
障
害
が
著
し
い
知
的
障
害
・
自
閉
症
の

支
援
が
、
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研

修
の
全
国
展
開
を
経
て
、
国
の
障
害
福
祉

施
策
の
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

【
３
年
間
の
ま
と
め
】

全
自
者
協
で
過
去
3
年
間
厚
生
労
働
省

よ
り
補
助
金
（
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事

業
）
を
受
け
て
研
究
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
、
強
度
行
動

障
害
者
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
で
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
に

位
置
づ
い
て
い
る
強
度
行
動
障
害
支
援
者

養
成
研
修
に
則
っ
た
支
援
が
全
国
の
多
く

の
事
業
所
で
継
続
的
に
提
供
で
き
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
結
果
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
す
。

 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
重
要
性
：
強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
で
学
ぶ
内
容
が
、
受
講

後
、
実
際
の
支
援
の
現
場
で
応
用
で
き

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
研
修
と
職
場

内
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
が
リ
ン
ク
し
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
研
修
内
容
に
準
じ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

支
援
力
向
上
に
向
け
て
チ
ー
ム
で
学
び
、

事
業
所
全
体
で
強
度
行
動
障
害
者
支
援

の
質
の
向
上
に
結
び
付
け
て
い
る
事
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

有
望
な
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
：
研
修

内
容
と
リ
ン
ク
し
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
実
施
で

き
な
い
事
業
所
に
お
い
て
、
一
定
期
間
、

外
部
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
招
聘

し
て
、
新
し
い
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
文
化
を
根
付

か
せ
て
い
る
事
例
が
複
数
存
在
し
ま
し

た
。
ま
た
、
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の

効
果
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

他
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な

る
独
自
の
手
法
が
存
在
し
、
依
頼
す
る

３
年
間
の
研
究
事
業
の
完
了
と

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
の
挑
戦

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

２
． 

強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
な

ら
び
に
意
思
の
尊
重
の
大
切
さ

強
度
行
動
障
害
児
者
と
同
居
す
る
ご
家

族
の
負
担
感
な
ら
び
に
将
来
に
対
す
る
不

安
の
大
き
さ
は
、
全
自
者
協
も
強
く
感
じ

る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
例
の
問
題

解
決
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
忸
怩
た
る

思
い
を
常
に
も
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

今
回
の
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
療
育
者
と

ご
家
族
が
、
療
育
の
プ
ロ
セ
ス
で
強
度
行

動
障
害
児
者
に
対
す
る
「
身
体
拘
束
や
暴

力
的
な
行
為
を
許
容
す
る
」
私
的
契
約
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
強
く
抗
議
し
ま
す
。

確
か
に
、
一
時
的
な
身
体
拘
束
等
の
介
入

が
必
要
な
事
例
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
に
至
る
前
に
は
、
多
く
の
専
門
家
の

議
論
な
ら
び
に
法
的
な
合
理
性
を
前
提
と

し
て
お
り
、
本
人
の
人
権
を
最
大
限
尊
重

し
続
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
採

用
す
る
か
慎
重
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
強
度
行
動
障
害
の
大
変
さ
を
強
調

す
る
あ
ま
り
、
ご
本
人
の
人
権
や
意
思
が

軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

強
度
行
動
障
害
児
者
へ
の
適
切
な
支
援

が
提
供
で
き
る
福
祉
・
医
療
・
教
育
機
関

の
不
足
、
同
居
し
て
い
る
ご
家
族
が
抱
え

る
問
題
に
対
し
て
十
分
な
相
談
調
整
が
で

き
な
い
地
域
の
体
制
等
、
全
自
者
協
に
お

い
て
も
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
だ
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
資
源
や
専

門
的
な
人
材
教
育
の
不
十
分
さ
が
今
回
の

事
件
の
背
景
に
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
全
自
者
協
で
は
、
こ
の

２
点
を
重
大
な
問
題
点
と
受
け
止
め
、
よ

り
一
層
、
強
度
行
動
障
害
児
者
支
援
に
つ

い
て
国
や
地
方
自
治
体
へ
の
要
望
な
ら
び

に
本
会
の
会
員
施
設
同
士
の
研
修
・
研
究

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
７
月
２
２
日

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

会
　
長
　
松
上
　
利
男
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事
業
所
側
も
事
前
に
準
備
す
べ
き
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
事
業
所
が
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
た
め
の

「
手
引
き
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

 

中
核
的
人
材
の
養
成
に
向
け
て
：
強
度

行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
や
上
記
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
、
現
場
の
支
援
チ
ー
ム
に

お
い
て
、
か
な
り
厳
格
な
支
援
手
順
を

定
め
、
支
援
記
録
を
振
り
返
り
、
支
援

手
順
を
継
続
的
に
修
正
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
支
援
チ
ー
ム

が
よ
り
機
能
す
る
に
は
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
（
事
業
所
の
中
核
的
人
材
）
の
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
必
要
な
知
識
や
ス

キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
ら
の
事
業
所
の
チ
ー
ム
作

り
を
前
提
と
し
た
モ
デ
ル
研
修
を
企
画
・

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
体
制

整
備
と
そ
の
推
進
役
（
地
域
の
中
核
的

人
材
）
の
実
態
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
に
つ
い

て
試
行
的
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、
試
行
的

実
施
や
企
画
段
階
の
事
例
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
地
域
の
中
核
的
人
材
に
つ
い

て
議
論
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
研
究
事
業
の
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
全
自
者
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

報
告
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
中
核
的
人
材
の
養
成
に
向
け
て
】

過
去
3
年
間
の
研
究
事
業
か
ら
は
、
強

度
行
動
障
害
者
支
援
の
今
後
の
方
向
性
と

し
て
、
事
業
所
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
活
性

化
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
作
り
の
重
要
性
が

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
記
録
を
基
に
実
施

し
て
き
た
支
援
を
振
り
返
り
、
一
人
ひ
と

り
の
特
性
に
配
慮
し
た
構
造
化
を
チ
ー
ム

で
繰
り
返
し
調
整
し
続
け
る
に
は
、
直
接

支
援
現
場
の
支
援
員
が
そ
の
場
で
継
続
的

に
学
び
続
け
る
こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
に
は
、

事
業
所
内
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠

で
す
（
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
）。
昨
年
、
9
日
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
で
、
事
業
所
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
モ
デ
ル
研
修
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、「
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
想
定
し
」

「
ど
の
よ
う
な
研
修
要
素
を
組
み
立
て
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
か
」
一
定
の
手
掛
か
り

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
優
れ
た
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
は
、
知
識
や
ス
キ
ル
以
外
の
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
利
用
者
の
特
性

理
解
や
配
慮
事
項
を
見
極
め
、
支
援
の
方

向
性
を
定
め
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
全
体
に
手

順
書
や
記
録
の
背
景
を
伝
え
る
た
め
に
必

要
と
な
る
知
識
と
ス
キ
ル
は
存
在
し
、
そ

れ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
経
験
と
振
り
返

り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
基
本
に
、
チ
ー
ム
支
援
を
前

提
と
し
た
研
修
体
系
に
つ
い
て
、
今
後
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
定
の
事
業
所
や
組
織
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
け
る
中
核
的
人
材
の
特
徴
と
そ

の
役
割
に
つ
い
て
は
、
過
去
3
年
間
の
研

究
で
十
分
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
い
く
つ
か
の
先
駆
的
自
治
体

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
強
度
行
動
障
害

支
援
体
制
構
築
の
あ
り
方
を
モ
デ
ル
提
示

す
る
ま
で
が
精
一
杯
で
し
た
。
自
治
体
で
、

効
果
的
な
強
度
行
動
障
害
者
支
援
体
制
構

築
が
模
索
さ
れ
始
め
た
段
階
で
あ
り
、
よ

り
広
く
こ
の
よ
う
な
事
例
を
収
集
す
る
こ

と
と
、
新
し
い
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認

す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
な
る
は

ず
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
体
制
構
築
の

中
核
を
担
う
人
材
の
役
割
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
議
論
を
深
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
研
究
事
業
】

令
和
4
年
度
か
ら
3
カ
年
計
画
で
、
厚

生
労
働
科
学
研
究
と
し
て
、
国
立
の
ぞ
み

の
園
の
日
詰
正
文
研
究
部
長
を
研
究
代
表

者
と
し
て
『
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
た

め
の
指
導
的
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
お
よ
び
地
域
支
援
体
制
の
構
築
の
た
め

の
研
究
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
全
自
者

協
の
3
年
間
の
研
究
事
業
の
成
果
を
受
け

て
、
発
展
的
か
つ
実
際
的
な
成
果
が
期
待

さ
れ
る
研
究
で
す
。
現
在
、
全
自
者
協
か

ら
松
上
会
長
を
は
じ
め
合
計
6
人
、
ま
た

昨
年
度
ま
で
の
全
自
者
協
研
究
事
業
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
10
人
が
こ
の
研
究
事

業
に
加
わ
る
予
定
で
す
。
名
称
が
「
中
核

的
人
材
」
が
「
指
導
的
人
材
」
に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
事
業
の
方
向
性
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
成
果
に
つ

い
て
は
、
随
時
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

志
賀
　
利
一
（
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
）
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事
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。
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。
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記
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
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場
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記
録
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、
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す
。
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支
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が
よ
り
機
能
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る
に
は
、
チ
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ム
リ
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ダ
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（
事
業
所
の
中
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的
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の
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は
重
要
で
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り
、
必
要
な
知
識
や
ス

キ
ル
が
求
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ら
れ
る
と
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れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
ら
の
事
業
所
の
チ
ー
ム
作

り
を
前
提
と
し
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モ
デ
ル
研
修
を
企
画
・

実
施
し
ま
し
た
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ま
た
、
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域
の
体
制
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と
そ
の
推
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地
域
の
中
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的

人
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に
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つ
か

の
都
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・
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指
定
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い

て
試
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的
に
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を
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い
ま
し
た
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の
体
制
整
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に
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い
て
は
、
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的
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企
画
段
階
の
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ん
ど

で
あ
り
、
地
域
の
中
核
的
人
材
に
つ
い

て
議
論
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
研
究
事
業
の
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
全
自
者
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

報
告
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
中
核
的
人
材
の
養
成
に
向
け
て
】

過
去
3
年
間
の
研
究
事
業
か
ら
は
、
強

度
行
動
障
害
者
支
援
の
今
後
の
方
向
性
と

し
て
、
事
業
所
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
活
性

化
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
作
り
の
重
要
性
が

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
記
録
を
基
に
実
施

し
て
き
た
支
援
を
振
り
返
り
、
一
人
ひ
と

り
の
特
性
に
配
慮
し
た
構
造
化
を
チ
ー
ム

で
繰
り
返
し
調
整
し
続
け
る
に
は
、
直
接

支
援
現
場
の
支
援
員
が
そ
の
場
で
継
続
的

に
学
び
続
け
る
こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
に
は
、

事
業
所
内
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠

で
す
（
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
）。
昨
年
、
9
日
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
で
、
事
業
所
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
モ
デ
ル
研
修
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、「
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
想
定
し
」

「
ど
の
よ
う
な
研
修
要
素
を
組
み
立
て
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
か
」
一
定
の
手
掛
か
り

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
優
れ
た
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
は
、
知
識
や
ス
キ
ル
以
外
の
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
利
用
者
の
特
性

理
解
や
配
慮
事
項
を
見
極
め
、
支
援
の
方

向
性
を
定
め
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
全
体
に
手

順
書
や
記
録
の
背
景
を
伝
え
る
た
め
に
必

要
と
な
る
知
識
と
ス
キ
ル
は
存
在
し
、
そ

れ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
経
験
と
振
り
返

り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
基
本
に
、
チ
ー
ム
支
援
を
前

提
と
し
た
研
修
体
系
に
つ
い
て
、
今
後
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
定
の
事
業
所
や
組
織
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
け
る
中
核
的
人
材
の
特
徴
と
そ

の
役
割
に
つ
い
て
は
、
過
去
3
年
間
の
研

究
で
十
分
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
い
く
つ
か
の
先
駆
的
自
治
体

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
強
度
行
動
障
害

支
援
体
制
構
築
の
あ
り
方
を
モ
デ
ル
提
示

す
る
ま
で
が
精
一
杯
で
し
た
。
自
治
体
で
、

効
果
的
な
強
度
行
動
障
害
者
支
援
体
制
構

築
が
模
索
さ
れ
始
め
た
段
階
で
あ
り
、
よ

り
広
く
こ
の
よ
う
な
事
例
を
収
集
す
る
こ

と
と
、
新
し
い
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認

す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
な
る
は

ず
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
体
制
構
築
の

中
核
を
担
う
人
材
の
役
割
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
議
論
を
深
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
研
究
事
業
】

令
和
4
年
度
か
ら
3
カ
年
計
画
で
、
厚

生
労
働
科
学
研
究
と
し
て
、
国
立
の
ぞ
み

の
園
の
日
詰
正
文
研
究
部
長
を
研
究
代
表

者
と
し
て
『
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
た

め
の
指
導
的
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
お
よ
び
地
域
支
援
体
制
の
構
築
の
た
め

の
研
究
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
全
自
者

協
の
3
年
間
の
研
究
事
業
の
成
果
を
受
け

て
、
発
展
的
か
つ
実
際
的
な
成
果
が
期
待

さ
れ
る
研
究
で
す
。
現
在
、
全
自
者
協
か

ら
松
上
会
長
を
は
じ
め
合
計
6
人
、
ま
た

昨
年
度
ま
で
の
全
自
者
協
研
究
事
業
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
10
人
が
こ
の
研
究
事

業
に
加
わ
る
予
定
で
す
。
名
称
が
「
中
核

的
人
材
」
が
「
指
導
的
人
材
」
に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
事
業
の
方
向
性
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
成
果
に
つ

い
て
は
、
随
時
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

志
賀
　
利
一
（
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
）
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社会福祉法人嬉泉で販売している商品をご紹介いたします。 

全自者協の逸品 

ふるさと納税・通信販売でも
お買い求めいただけます！

長引くコロナ禍でのおうち時間に、な
かなか会えない大切な人への贈り物に、
リノカフェのお菓子はいかがですか？

マフィンやスコーン、クッキーギフト
まで全国発送しております。

ふるさと納税でも
ご注文いただけます
ので、是非この機会に
どうぞ。

ＬｉｎｏＣＡＦＥは、「地域の中でその人らしく生きる」という法人理念の下、ご利用者様と社会とが繋がる場
所として、２０１5年雄大な玄海灘を目の前にLinoCAFE（リノカフェ）はオープンしました。「Ｌｉｎｏ」とはハ
ワイ語で「繋がる・結びつける」という意味があります。
LinoCAFEでは、お客様に「美味しい」と言って笑顔で食べてもらえることを目指して、お菓子は地産地消
にこだわった材料を使用し、利用者様は一人ひとりが生きがいをもって仕事に取り組んでいます。
また店内では、ご利用者様のイラストやモビールがお客様の目を楽しませてくれています。
その他に福祉施設や地域の作家さんの雑貨も地域貢献の一環として、無償で委託販売しています。

社会福祉法人 のぞみの里
知的障がい者支援施設 志摩学園
LinoCAFE（リノカフェ）

〒819-1304 福岡県糸島市志摩桜井
4407

TEL/FAX 092-327-1847
営業時間 11:00～16:00
定休日 水曜日・土曜日

インスタグラム 通信販売 ふるさと納税

LinoCAFEのお菓子は、地元糸島産の小
麦粉、糸島産のお米を工房で自家製紛した
米粉、糸島のブランド卵「つまんでご卵」な
ど産地にこだわった材料を使用し、保存料
は使用していません。
皆さんが安心して召し上がることができる
お菓子を日々製造しています。

皆様のご注文心からお待ちしております！
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社会福祉法人嬉泉で販売している商品をご紹介いたします。 

全自者協の逸品 世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員

会
は
、
例
年
４
月
２
日
の
「
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
自
閉
症
を
は

じ
め
と
し
た
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
多
く

の
方
に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
と
と
も
に
、
今
ま
で
行
っ
て
い
た
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
は
見
送
り
、
そ
れ

に
代
わ
る
啓
発
活
動
と
し
て
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
啓
発
動
画
の
掲
載
な
ど
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
感
染
症

予
防
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
せ
ず
に
、
自
宅
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信

と
、
４
月
２
日
の
東
京
タ
ワ
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
点
灯
式
に
合
わ
せ
た
ラ
イ
ブ
配
信

を
行
い
ま
し
た
。

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
①
セ
サ
ミ
ス
ト

リ
ー
ト
よ
り
、「
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア
カ
ッ

ト
」
と
、
②
発
達
障
害
の
あ
る
当
事
者
と

支
援
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
③
４
月
２

日
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
東
京
タ
ワ
ー
の
点
灯

式
の
様
子
の
３
点
と
な
り
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
２

イ
ベ
ン
ト
報
告

こ
こ
で
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
①
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト

　
　「
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
」

お
絵
か
き
や
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好

き
な
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
に
住
む
自
閉
症

の
特
性
が
あ
る
女
の
子
「
ジ
ュ
リ
ア
」
を

話
題
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
で
す
。
今
回

の
新
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア

カ
ッ
ト
に
対
す
る
怖
さ
を
和
ら
げ
る
た
め

に
、
ジ
ュ
リ
ア
の
友
達
と
一
緒
に
「
美
容

院
ご
っ
こ
」を
し
て
遊
び
ま
す
。
こ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
髪
を
切
る
こ
と
が
困
難

な
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
か

ら
の
思
い
を
受
け
て
製
作
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。「
美
容
院
ご
っ
こ
」
を
通

じ
て
、
ヘ
ア
カ
ッ
ト
へ
の
不
安
を
和
ら
げ
、

成
功
に
導
く
お
話
で
す
。

②�

発
達
障
害
の
あ
る
当
事
者
と
支
援
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
に
お
住
ま
い
の
自
閉
症
・
発
達
障

害
の
あ
る
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集

め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
自
分
自
身
の
苦

手
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と

の
紹
介
を
は
じ
め
、
日
頃
の
生
活
を
通
じ

て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
、

取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど
、
思
い
の
詰

ま
っ
た
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

③�

４
月
２
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
東
京
タ

ワ
ー
の
点
灯
式
の
様
子

今
年
は
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
試
み
と

し
て
、
４
月
２
日
の
当
日
に
、
東
京
タ
ワ
ー

か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
４
月
２
日
に
例
年
行
わ
れ
て
い
る
東

京
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
前
の
時
間

か
ら
、
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
の
様
子
を
厚
生

労
働
省
の
「Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を

通
じ
て
、
全
国
に
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

点
灯
式
の
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
共
催
団
体
か
ら
の
啓

発
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
タ
ワ
ー
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
の
開
会
式
に
配
信

を
つ
な
ぎ
、
点
灯
の
瞬
間
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
る
東
京
タ
ワ
ー
の
様
子
を
配
信
し

ま
し
た
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
２
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど

も
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
東
京
タ

ワ
ー
点
灯
式
の
会
場
か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、「
セ

サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
ジ
ュ
リ
ア
、
エ
ル

モ
、
ク
ッ
キ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
に
も
出
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
者
で
あ
る
国
沢

真
弓
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
発
達
障
が
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
トM

arble

代
表
）と
、

司
会
者
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
石
神
哲
朗
さ
ん

（
日
本
自
閉
症
協
会
推
薦
）
の
明
る
く
和

や
か
な
雰
囲
気
は
、
ラ
イ
ブ
配
信
の
会
場

を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
国
で
配
信

を
視
聴
さ
れ
た
皆
様
に
も
、
自
閉
症
啓
発

デ
ー
に
よ
せ
る
思
い
も
伝
わ
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

一
環
と
し
て
始
め
た
ラ
イ
ブ
配
信
の
取
組

み
は
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
は
ま
た
異
な

る
啓
発
内
容
の
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
、
全
国

の
皆
様
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
の
情
報
が
広
が

る
こ
と
で
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
の
こ
と
を
知
る
機
会
、
理
解
が
深

ま
る
機
会
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

東
京
タ
ワ
ー
が
ブ
ル
ー
に
そ
ま
る
光
景

を
見
つ
め
な
が
ら
、
全
国
が
こ
の
青
で
つ

な
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
た
４
月
２
日

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
社
福
）
け
や
き
の
郷
　
水
野
　
努
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リ
ー
ト
よ
り
、「
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア
カ
ッ

ト
」
と
、
②
発
達
障
害
の
あ
る
当
事
者
と

支
援
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
③
４
月
２

日
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
東
京
タ
ワ
ー
の
点
灯

式
の
様
子
の
３
点
と
な
り
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
２

イ
ベ
ン
ト
報
告

こ
こ
で
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
①
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト

　
　「
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
」

お
絵
か
き
や
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好

き
な
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
に
住
む
自
閉
症

の
特
性
が
あ
る
女
の
子
「
ジ
ュ
リ
ア
」
を

話
題
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
で
す
。
今
回

の
新
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ジ
ュ
リ
ア
の
ヘ
ア

カ
ッ
ト
に
対
す
る
怖
さ
を
和
ら
げ
る
た
め

に
、
ジ
ュ
リ
ア
の
友
達
と
一
緒
に
「
美
容

院
ご
っ
こ
」を
し
て
遊
び
ま
す
。
こ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
髪
を
切
る
こ
と
が
困
難

な
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
か

ら
の
思
い
を
受
け
て
製
作
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。「
美
容
院
ご
っ
こ
」
を
通

じ
て
、
ヘ
ア
カ
ッ
ト
へ
の
不
安
を
和
ら
げ
、

成
功
に
導
く
お
話
で
す
。

②�

発
達
障
害
の
あ
る
当
事
者
と
支
援
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
に
お
住
ま
い
の
自
閉
症
・
発
達
障

害
の
あ
る
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集

め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
自
分
自
身
の
苦

手
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と

の
紹
介
を
は
じ
め
、
日
頃
の
生
活
を
通
じ

て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
、

取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど
、
思
い
の
詰

ま
っ
た
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

③�

４
月
２
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
東
京
タ

ワ
ー
の
点
灯
式
の
様
子

今
年
は
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
試
み
と

し
て
、
４
月
２
日
の
当
日
に
、
東
京
タ
ワ
ー

か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
４
月
２
日
に
例
年
行
わ
れ
て
い
る
東

京
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
前
の
時
間

か
ら
、
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
の
様
子
を
厚
生

労
働
省
の
「Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を

通
じ
て
、
全
国
に
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

点
灯
式
の
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
共
催
団
体
か
ら
の
啓

発
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
タ
ワ
ー
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
の
開
会
式
に
配
信

を
つ
な
ぎ
、
点
灯
の
瞬
間
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
る
東
京
タ
ワ
ー
の
様
子
を
配
信
し

ま
し
た
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
２
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど

も
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
東
京
タ

ワ
ー
点
灯
式
の
会
場
か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、「
セ

サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
ジ
ュ
リ
ア
、
エ
ル

モ
、
ク
ッ
キ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
に
も
出
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
者
で
あ
る
国
沢

真
弓
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
発
達
障
が
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
トM

arble

代
表
）と
、

司
会
者
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
石
神
哲
朗
さ
ん

（
日
本
自
閉
症
協
会
推
薦
）
の
明
る
く
和

や
か
な
雰
囲
気
は
、
ラ
イ
ブ
配
信
の
会
場

を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
国
で
配
信

を
視
聴
さ
れ
た
皆
様
に
も
、
自
閉
症
啓
発

デ
ー
に
よ
せ
る
思
い
も
伝
わ
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

一
環
と
し
て
始
め
た
ラ
イ
ブ
配
信
の
取
組

み
は
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
は
ま
た
異
な

る
啓
発
内
容
の
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
、
全
国

の
皆
様
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
の
情
報
が
広
が

る
こ
と
で
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
の
こ
と
を
知
る
機
会
、
理
解
が
深

ま
る
機
会
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

東
京
タ
ワ
ー
が
ブ
ル
ー
に
そ
ま
る
光
景

を
見
つ
め
な
が
ら
、
全
国
が
こ
の
青
で
つ

な
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
た
４
月
２
日

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
社
福
）
け
や
き
の
郷
　
水
野
　
努
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加入プラン（会員種別） 年間掛金計 内訳

◆加入プラン AA 正正会会員員

（日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員）
1155,,990000円円

AASSJJ保保険険料料 66,,110000円円

AAIIGG損損保保保保険険料料 99,,330000円円

年年会会費費 550000円円

◆加入プラン BB 自自助助会会員員

（上記A以外の方は申し込みにて自助会員となります）
1177,,990000円円

AASSJJ保保険険料料 66,,110000円円

AAIIGG損損保保保保険険料料 99,,330000円円

年年会会費費 22,,550000円円

おお問問いい合合わわせせ・・おお申申込込みみ フフリリーーダダイイヤヤルル 00112200--888800--881199

詳細はお問い合わせください。パンフレット等をお送りさせていただきます。

一一般般社社団団法法人人 日日本本自自閉閉症症協協会会 ＡＡＳＳＪＪ保保険険事事務務局局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 ニッコンビル6F
ＴＥＬ：：03-5565-2020  FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp
営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝日除く ） 10:00～16:00
＊入院保険金のご請求や届出住所・金融機関等をご変更の場合は、ＡＳＪ保険事務局までご連絡下さい。

1日

1日

【保障内容】

AIG損保普通傷害保険 ケガをした時､他人への損害賠償、弁護士等を利用した時に備えて

・法律相談費用
・損害賠償請求費用
・弁護士接見費用（無罪・不起訴のみ）

1事故あたり
1事故あたり
1事故あたり

5万円まで（1回1万円まで）
200万円まで
1万円まで

●●弁弁護護士士費費用用等等補補償償

1事故あたり 最高3億円まで●●他他人人へへのの損損害害賠賠償償(対対人人・・対対物物））

・付添介護費用
・差額ベッド費用
・入院臨時費用
・入院諸費用

1日
1日
1回の入院
1日

8,000円
5,000円
5,000円

1,000円

ASJ保険

5万円

病気やケガ・検査での入院に備えて（入院を開始した 2日目から保障します）

●入入院院保保障障金金 １会計年度30日まで

●死死亡亡弔弔慰慰金金（受取人は法定相続人となります）

・死亡保険金
・後遺障害保険金

・入院（180日限度）
・手術（1事故あたり1回まで）
・通院（90日限度）

3,000円
3万円もしくは1.5万円

1,500円

226万円
226万円～9.04万円

●●本本人人のの傷傷害害（（ケケガガ））のの補補償償（ケガでの入院、通院を初日から補償します）

1日

1日

「自閉スペクトラム症のための総合保障」

ASJ総合保障「自閉スペクトラム症のための総合保障」は「病気やケガで入院した場合」「ケガでの通
院」「個人賠償補償」「弁護士費用等補償」をセットにした総合保障となっております。
自閉スペクトラム症の人たちやご家族の日ごろの心配や不安を少しでも軽くするための保険です。

自転車事故で
法律上の

損害賠償責任を
負う事になって
しまった！

新規加入のご案内

（障害の程度に応じて）

AIG損保普通傷害保険については株式会社ジェイ・アイ・シー 00112200--221133--111199 へお問い合わせください


